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埼玉県は「便利で快適な総合交通体系の整備」という基本目標を掲げ、広域的な地域間

の交通を促進するため、県道の整備を中心として県内の交通網の整備を推進しております。

このたびの県道深谷妻沼線の拡幅工事は、熊谷市備前橋付近の交通渋滞の緩和を図るとと

もに、安全性を高めるために計画されました。

熊谷市 (旧妻沼町)には、通称
‖
聖天様

‖
で知られる聖天山歓喜院長楽寺があり、その東

側には古くから飯塚古墳群が広がっていることが知られています。今回、この古墳群の一

部に懸る拡幅工事が行われることに伴い、埋蔵文化財の取り扱いについては埼玉県教育局

生涯学習部生涯学習文化財課、県土整備部道路街路課などの関係諸機関が慎重に協議を重

ねてまいりました。しかし、やむを得ず記録保存の処置を講ずることとなり、埋蔵文化財

包蔵地の発掘調査は県土整備部道路街路課の委託を受けて、当事業団が実施しました。

今回の発掘調査では、古墳1基 と古代から中世の溝跡、土墳が発見され、すでに実施した

妻沼西部工業団地建設に伴う発掘調査と合わせると、飯塚古墳群全体では20基の古墳が調

査されたことになり、古墳群の全貌を解明するための貴重なデーター蓄積の一部を形成す

ることになります。

本書は、このたびの発掘調査の成果をまとめた・ものです。本書が埋蔵文化財の保護や学

術研究の基礎資料として、また普及 0啓発の資料として広く活用いただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、この発掘調査に関する諸調整に御尽力をいただきました埼玉県教

育局生涯学習部生涯学習文化財課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで御協力い

ただきました埼玉県県土整備部道路街路課、熊谷県土整備事務所、熊谷市教育委員会並び

に地元関係各位に対し深く感謝申し上げます。

平成17年 11月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 福 田 陽 充



例 言

1.本書は、熊谷市に所在する飯塚古墳群の第3次調

査の発掘調査報告書である。

2。 遺跡の略号と代表番地、および発掘届けに対す

る指示通知は、以下の通りである。

飯塚古墳群 (IIZK古 3次 )

埼玉県熊谷市大字飯塚247…1他

平成15年 6月 26日 付け教文第 2-21号

3。 発掘調査は、県道深谷妻沼線建設事業に伴う事

前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部生涯学

習文化財課が調整し、埼玉県県土整備部道路街

路課の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団が実施した。

4。 本事業は、第 I章の組織により実施した。

5。 発掘調査は、岩瀬 譲、永井いずみが担当し、

平成15年 5月 19日 か ら平成15年 7月 31日 まで

実施した。

6。 整理 0報告書作成作業は、平成17年 8月 1日 か

ら9月 30日 まで実施した。

7。 遺跡の基準点測量は、(株)東京航業研究所に委

託した。

8。 発掘調査における写真撮影は岩瀬、永井が遺物

の写真撮影は大屋道則が行った。

9。 出土遺物の整理および図版の作成は、西井幸雄

が主に行い、遺物に関しては大谷 徹が行った。

10。 本書の執筆は西井が行い、I-1を埼玉県教育局

生涯学習部生涯学習文化財課が、V及び遺物観

察表は大谷が行った。

11.本書の編集は、西井が担当した。

12.本書にかかる資料は、平成17年度10月 以降、埼

玉県立埋蔵文化財センターが管理 0保管する。

13.本書の作成にあたり、以下の機関・諸氏から御

教示、御協力をいただいた。記して感謝を表し

ます。

(敬称略)

熊谷市教育委員会

荒川  弘  山川 守男

…
…
〓‥…
…
…
…
董



凡 例

1。 本書中におけるXOYの 数値は、日本測地系

(旧測地系)に よる平面直角座標第Ⅸ径 (原点 :

北緯36° 00′ 00〃 、東経139° 50′ 00〃 )に基

づく座標値 (m)を示し、各挿図における方位

は、すべて座標北を示している。

2.遺跡におけるグリッドは、前記座標系に基づい

て設定し、10m× 10mを基本グリッドとしてい

る。

3.グ リッドの名称は、北西杭を基準として東西方

向西から東へA～、南北方向北から南へ 1～ と

番号を付けている。

4。 挿図の縮尺は、各図版中に指示した。

【遺構図】

全体図………………1/200

古 墳……̈ ………1/80

溝 跡………………1/60

土墳・井戸跡……1/60

【遺物】

土師器・・・・・・・・・・・・・・01/4

埴 輪……………1/3

石製品……………1/3

加工痕のある石…1/5

5。 遺構の表記記号は、以下のとおりである。

SS…古墳

SK…土墳

SE…井戸跡

SD…溝跡

6。 遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高で、

単位はmである。

7.埴輪観察表凡例及び計測表

○ ここで扱う円筒埴輪とは普通円筒埴輪と朝

顔形円筒埴輪の総称であり、形象埴輪とは

図示方法及び観察表の記述方法が一部異な

る。

○ 挿図の縮尺は、実測図及び拓影図を3分の

1に統一した。

○ 表中に使用した記号や略語は各々以下のと

おりである。

a.胎土の項目中の分類は下記のことを表す。砂礫

の混入の状況はA>B>Cの順である。

A 径 1～ 5 mmの小礫を多量に含む。

B 小礫、細砂を含む。

C 礫の混入は少量である。

b.色調は農林水産技術会議事務局監修、財団法人

日本色彩研究所色票監修の『新版標準土色帖』

に基づいている。

c。 焼成は器面の観察から下記のとおり分類した。

良好  普通  不良

硬質  普通  軟質

d。 外面調整及び内面調整は器表面の主体的な調整

法を記し、円筒埴輪のハケメの項目の中でタテ、

ヨコはハケメの方向を表す。数値は 2 cmの幅の

中に確認できるハケメの本数を記 したもので

ある。

e.基部粘土板の重ね合わせは、埴輪を正立させた

場合に、基部を右回りに接合させたものをR接

合とし、左回りに接合させたものをL接合とし

た。

f。 形象埴輪の胎± 0色調 0焼成・調整 (ハケメ)

等については、円筒埴輪と同じ基準である。

○ 備考の欄には特記事項を記した。また、ヘラ

記号のある場合は内外面の位置とその存在

を記した。

8。 本書に使用した地図は、国土地理院発行の1/50,

000、 熊谷市発行の1/2,500を 用いた。
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I 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過
埼玉県では、『彩の国 5か年計画21』 に「便利で快

適な総合交通体系を整備する」という基本目標を掲

げて、県内道路交通網の整備を推進している。

埼玉県教育局生涯学習部生涯学習文化財課では、

これら県が実施する公共開発事業に係る埋蔵文化財

の保護について、従前より関係部局と事前協議を重

ね、調整を図ってきたところである。

県道深谷妻沼線建設事業に係る埋蔵文化財の所在

の有無及びその取り扱いについては、平成14年10月

22日 付け道街第521号で埼玉県県土整備部道路街路

課長から埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課長

(当時)あて照会があった。

これを受けて文化財保護課では試掘による確認調

査を実施し、飯塚古墳群の所在が確認されたため、

平成15年 2月 10日 付け教文第996号 で道路街路課長

あて、埋蔵文化財の所在及び法手続について回答す

るとともに、取 り扱いについて次のとお り回答を

行った。

1 取 り扱いについて

上記の埋蔵文化財は現状保存することが望まし

いが、やむを得ず工事を実施する場合は、別図 1～

3を参照し、記録保存のための発掘調査を実施する

ことと、当課職員の工事立会を受けること。

道路街路課と文化財保護課は、現状保存を含む埋

蔵文化財の保護措置について協議を行ったが、工事

計画の変更が困難であったため、やむを得ず記録保

存のための発掘調査を実施することになった。また、

発掘調査は財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団に

委託することになった。

発掘調査の実施については、道路街路課、文化財

保護課及び財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団の

三者により調査方法、期間、経費などの問題を中心

に協議を行った。

文化財保護法第94条に基づく埼玉県知事からの発

掘通知は平成15年 6月 19日 付け道街第2036号 で提

出され、それに対する埼玉県教育委員会教育長から

の埋蔵文化財の保護上必要な勧告は平成15年 6月 26

日付け教文第 3-206号 で行った。

飯塚古墳群の発掘調査は、同古墳群の第 3次調査

として、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団によ

り、平成15年 5月 から7月 まで実施された。

文化財保護法第92条に基づく財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団理事長からの届出に対する埼玉県

教育委員会教育長からの埋蔵文化財の保護上必要な

指示は、平成15年 6月 26日 付け教文第 2-21号で通

知した。

(埼玉県教育局生涯学習部生涯学習文化財課)
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2.発掘調査と報告書作成の経過
(1)発掘調査

発掘調査は平成15年 5月 19日 から平成15年 7月 31

日まで実施した。調査面積は830ぷ であった。

5月 19日 に現地で打ち合わせを行い、事務手続き

等の準備を進める。26日 現場事務所を設置し、28日

に発掘機材の搬入を行い、併行して重機による表土

掘削を開始する。

調査区は南から北に向かって、便宜的にA～ E区

に区分して実施した。遺構はA区のみから検出され

た。B区からE区は攪乱が激しく、遺構の検出は困

難であった。

6月 4日 から補助員による遺構確認作業を開始す

る。続けて、遺構の精査、断面図及び平面図の作成、

写真、遺物の取り上げ作業を順次進める。

7月 14日 に調査区全体の清掃を行い、15日 に空中

写真撮影を行う。

発掘調査は7月 28日 に終了し、28日 から重機によ

る埋め戻し作業を行う。発掘機材は29日 に搬出し、

31日 に発掘事務所の撤去を行う。

発掘調査の終了後、発見届を熊谷警察署に、保管

証を熊谷市教育委員会に提出した。

(2)整理・報告書の作成

飯塚古墳群の整理作業は、平成17年 8月 1日 から

平成17年 9月 30日 まで実施したc

8月 1日 から遺物の水洗・注記を開始し、続けて

遺物の接合・復元作業を実施した。遺構図面に関し

ては、図面整理を経て、第 2原図を作成し、スキャ

ナーで取 り込んだ後にコンピューターによるトレー

ス作業及び土層注記等を挿入し編集作業を進めた。

遺物は復元が終了したものから実測作業に入り、 8

月下旬から併行して トレース・採拓をし、版下の作

成を行った。

9月 中旬に遺物写真の撮影を行い、図面・写真・

本文の割付作業と原稿執筆を進め編集作業を行っ

た。

9月 下旬に大部分の作業を完了させて、印刷業者

を選定し、平成17年11月 末に報告書を刊行した。

-2-



管理部

3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査 (平成15年度)            (2)整 理・報告書刊行 (平成17年度)

理   事   長  桐 川 卓 雄    理   事   長  福 田 陽 充

副  理  事  長  飯 塚 誠一郎     副  理  事  長  飯 塚 誠一郎

常務 理事 兼管 理部 長  中 村 英 樹     常務 理事 兼管 理 部 長  保 永 清 光

村 田 健 二

高 橋 義 和

美智子

昭 美

腰 塚 雄 二

菊 池   久

管理部

長

席

席

任

任

事

事

立
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主

主

主

主

主

主

二

夫

美
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田
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長

福
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任

任

任
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立
口副

主

主

主

主

主

主

一

美

久

健

子

英

昭

井

田

池

宮

福

菊

海老名

岩 上 浩

調査部

調  査  部  長

調 査 部 冨」 部 長

主席調査員 (調査第二担当)

統  括  調  査  員

調    査    員

飢 持 和
｀
夫

雄

信

朝

和

崎

野

宮

坂

譲
　
みず

瀬

井

岩

永

調査部

調  査  部  長  今 泉 泰 之

調 査 部 副 部 長  坂 野 和 信

主席調査員 (資料整理第二担当)金 子 直 行

統 括 調 査 員 西 井 幸 雄
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

埼玉県と群馬県の県境を流れる利根川の右岸は、

利根川及び利根川の支流によって形成された自然堤

防とその後背地からなる低地帯で、妻沼低地と呼称

されている。熊谷市 (旧妻沼町域)は、西から東に

向かい高さを減じながら傾斜している。地形的には、

福川と奈良川との間に形成された南側の微高地、芝

川と福川の間の中部微高地、芝川と利根川の間に形

成された北側の台地に大別できる。

飯塚古墳群は、熊谷市大字飯塚に所在し、利根川

の南方約 2 kmの微高地上に位置する。この微高地は

かつての利根川の支流によって形成された自然堤防

で、標高29。 4～ 30.8mを 測 り、南から北東方向に緩

やかに傾斜している。

本地域は、1日石器時代の遺跡は殆どみられない。

また、縄文時代の遺跡は寺東遺跡から前期の関山式

土器が検出されているが、遺跡数が増えるのは中期

以降である。中期から後期の遺跡は、本郷前東遺跡・

原遺跡・上敷免遺跡・前遺跡・諏訪木遺跡・寺東遺

跡・石田遺跡等が挙げられる3後期から晩期になる

と、自然堤防上に生活の拠点を展開するこ荒川扇状

地上の諏訪木遺跡では住居跡と盛土状遺構が検出さ

れ、多量な土器と伴に耳飾、土偶、石剣など祭祀な

どに係る遺物が多く見つかっているこ

弥生時代は、中期から後期初頭の遺跡が密集する

地域として注目されているc池上遺跡・小敷田遺跡・

北島遺跡から集落跡が見つかっており、飯塚北遺跡 0

横間栗遺跡・小敷田遺跡から中期の再葬墓・土墳が

検出されているc

古墳時代になると自然堤防上の開発が進み、低地

部に古墳及び集落が営まれるようになる。古墳時代

前期の遺跡は、起会遺跡・森下遺跡・本郷前東遺跡・

明戸東遺跡・宮ケ谷戸遺跡・東川端遺跡・清水上遺跡・

根絡遺跡・横間栗遺跡・東別府条里遺跡・弥藤吾新

田遺跡・鵜森遺跡 0上江袋遺跡・一本木前遺跡が挙

飯塚古墳群

妻沼低地

加須低地

１

ｌ

Ц

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｔ

Ｉ

Ｅ
側

「
「∃

じ」

Ｔ

二

貴

Ｆ」Ｆ一　ムロ

陶
並

輻
幽

躙
幽

武蔵野台地

第 1図 埼玉県の地形図
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げられる。

集落が大規模に展開するのは原遺跡 0東川端遺跡・

新屋敷東遺跡 0本郷前東遺跡・上敷免遺跡・砂田遺跡・

居立遺跡・城北遺跡・柳町遺跡・妻沼小学校内遺跡・

鵜森入胎遺跡・飯塚南遺跡・道ヶ谷戸遺跡・弥藤吾

遺跡・北島遺跡・小敷田遺跡・一本木前遺跡などか

らで、古墳時代後期になると、妻沼低地では別府・

奈良地域の拠点として250軒以上の住居跡が検出さ

れていた一本木前遺跡をはじめとして、根絡遺跡・

天神下遺跡・砂田遺跡 0柳町遺跡 0上敷免北遺跡・

新屋敷東遺跡・本郷前東遺跡・宮ヶ谷戸遺跡・原遺跡 0

城北遺跡・八日市場前遺跡・東川端遺跡・清水上遺跡・

飯塚南遺跡・道ヶ谷戸遺跡と爆発的に拡大する。中

条地域の拠点として北島遺跡は前期から規模を拡大

し、周囲には諏訪木遺跡などがあり平安時代にかけ

て水辺祭祀が行われている。

古墳は、上敷免遺跡 1号墳跡が最古段階で五領期

後半から和泉期初頭に築造されている。この古墳は、

長胴化した焼成前の底部穿孔壺 (埴輪壺)を もつ墳

丘約30mの円墳で、方形周溝墓と同一の墓域を形成

している。また、近接する戸森松原遺跡では方形周

溝墓と同じ墓域に10基の円墳が築造されており、周

第 1表 周辺の遺跡一覧

No.

飯ル

側兄場北遺跡

う兄場:遺跡

砂 圧

城」|

居 立1遺跡

原 : 跡

_Lナ 田古墳群
10

11 ケ

12

13

14 根 「遺跡
15

16

17

18

19 籠 房 裏遺跡

溝墓群から初期群集墳への移行期の様相を示してい

る。

その後、 5世紀後半には福川が利根川に流れこむ

合流点付近に、とやま古墳 (全長約69mの前方後円

墳)が造営され、 5世紀末葉には荒川扇状地との錯

綜地帯に帆立貝式古墳の横塚古墳が相次いで築造さ

れ、稲荷山古墳の築造を契機とする埼玉古墳群の形

成との密接な関連が伺える。

一方、 5世紀末から6世紀初頭になると低地内部

の各地に群集墳の造営が開始される。利根川右岸の

自然堤防上に飯塚古墳群、摩多利神社古墳、王子古

墳、妻沼低地西部の利根川と小山川に挟まれた自然

堤防上に西浦古墳群、小山川と福川に挟まれた自然

堤防上に上敷免古墳群、上増田古墳群、妻沼低地中

央部を東流する福川流域に江袋古墳群、西城古墳群

が築造される。さらに福川と星川に挟まれた自然堤

防上に広がる中条古墳群、福川が利根川に流れこむ

合流点付近の酒巻古墳群、斉条古墳群、大稲荷古墳

群等の多くの群集墳が形成される。

No.
20 府古墳群

21 万1 府条里遺跡
22

、肩「遺跡
23

24 塚 山古墳

25

26 芽:沼 No■2古墳
27 田

28

29

30 Ⅱ

31 Z 城古墳

32 芽:沼 No■9古墳
33 欄

□型 ;森・入胎遺跡
34

35 1条古墳群
36 妻 召No.61占ナ貢

37 塚南遺跡

38 ケ
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Ⅲ 遺跡の概要

飯塚古墳群は、熊谷市大字飯塚247…1番地に所在す

る古墳時代後期の古墳群である。

当該地域は、埼玉県北部に広がる沖積平野で妻沼

低地と呼称されている。遺跡は利根川とその支流に

よって形成された自然堤防上に多く立地している。

飯塚古墳群の発掘調査は、妻沼西部工業団地の造

成工事に伴い、1997年 4月 ～ 9月 に第 1次調査、

1998年 4月 ～ 9月 に第 2次調査、2003年 11月 ～12月

に第 4次調査が実施され、古墳20基が調査された。

第 3次調査は、県道深谷妻沼線の拡幅工事に伴っ

て2003年 6月 ～ 7月 に発掘調査を実施した。

調査区は現道や建物への入 り口を確保するため、

A区からE区に分けて行った。調査の結果、A区以

外は攪乱が激しく遺構 。遺物は検出されなかった。

検出された遺構は、古墳 1基 と古代から中世の溝

跡、土墳・井戸跡である。

Q0

SS9

10 13 14

マヽ

第 4図 飯塚古墳群第 3次調査及び第 1次調査区遺構概略図
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―
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―
丁

―
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B区

A区
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SS20
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区
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′
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第 5図 飯塚古墳群第 3次調査区遺構全体図
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Ⅳ 遺構と遺物

1.古墳
第20号墳 (第 6～ 9図 )

第20号墳は、調査区の南端 (A区)の QOR-17・

18グ リッドに位置する。調査された飯塚古墳群の中

では東端に位置し、県道深谷妻沼線を挟んで第 2号

墳と近接している。調査区B～ Eは攪乱が激しく、

北側の周溝は確認できなかったため、正確な周溝径

は明らかでないが、おおよそ20m前後になると思わ

れる。

墳丘は試掘 トレンチによって西側の一部を掘削し

た。断面の観察にはこの トレンチを利用して行った。

墳丘部の平面形は、周溝が弧状を呈していること

から円墳になると思われるが、西側が用水によって、

東側は第 7号溝跡によって周溝が壊され、南・北側

の墳丘は耕作等で削平されているため、墳丘部の残

存状況は不良である。現在確認できる墳丘部は、約

8× 3mの不整方形状、高さは0。 5m程度で、主体部

等の関連施設は不明である。

遺物は溝の覆土中から出土している。土師器の不

(第 9図 1)は土層断面ラインの近く (第 6図)底

面から約80cmの 覆土上層から出土した。ほぼ完形、

内面に放射状に暗文が施されている。体部のヘラ削

りは、中心から外周に向かって施され、中心で微調

整が行われている。

埴輪は小破片である。接する第12号井戸跡から石

室の石と思われる加工痕のある角閃石安山岩が出土

しているが、周溝覆土からは殆ど石は検出されな

かった。

2.溝跡

溝跡は、R-18グ リッドを中心に全体で11条検出さ

れた。溝の方向は南北方向のものが比較的大きく、

東西方向の溝は幅狭である。溝の帰属時期は、覆土

中から埴輪片しか出土しておらず、確定する要素は

少ないが、多くは古代に帰属するものと思われる。

第 7a号溝跡 (第10011015～ 18図 )

R-17018グ リッドに位置する。第20号墳の周溝東

側を壊 して南東方向に延びている。幅約 3m、 深さ

約1。 25mと 第20号墳周溝よりやや広い。横断面は逆

台形状を呈している。覆土中ほどに厚 く砂層が堆積

しており、噴砂と思われる。

第20号墳の周溝を切っているため、覆土中から多

数の埴輪片が出土している。埴輪以外の遺物がない

ため、溝跡の帰属時期を限定しづらいが、古代に属

するものと思われる。

第 7b号溝跡 (第10011015～ 18図 )

R-18グ リッドに位置する。幅約 1。 6m、 深 さ約

0。 8mで、横断面は逆蒲鉾状である。土層断面の観察

から第 7a号溝跡より新 しくなる。第 7a号溝跡と

交差し南側に延びている。

第 7a・ b号溝跡の中間に、墳丘の盛土の一部が

残っており、墳丘が残存 している時期に、それを壊

して 2本の溝が構築されたことが分かる。

第 7号溝の覆土中から多 くの角閃石安山岩、安山

岩、砂岩、片岩の礫が出土しており、古墳の石室の

石が流れ込んだものと考えられる。

第 8号溝跡 (第12図 )

R-18グ リッドに位置する。幅約0。 5m、 深 さ約

0。 13mである。第 7a号溝跡と第 9号溝跡を東西に

結んでいる。

第 9号溝跡 (第12018図 )

R-18グ リッドに位置する。第 7a号溝跡の東側に

ほぼ同じ方向に延びている。幅約0。 7m、 深さ約0。 5

mである。幅に対し深 く、横断面は逆台形状を呈し

ている。

覆土中から埴輪片が少量と礫が出土している。

-10-
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A302m

109 10YR2/3黒 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±1%未満、酸化鉄粒子
少量、自色粒子 (火 山灰)微量、炭ごく微量含む。粘性あり、強くしま
る。

110 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/3に ぶ
い黄褐色シル ト粒±15%、 酸化鉄粒子微量、粘性あり、強くしまる。

111 10YR3/3暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±30%、 10YR3/3暗 褐色
シル ト粒±1%未満、酸化鉄粒子2%、 炭ごく微量含む。粘性あり、非常
に強くしまる。

112 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子少
量、自色粒子 (火 山灰)0炭微量含む。粘性あり、強くしまる。

113 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±15%、
10YR2/3黒 褐色シル ト粒± 1%未満、白色粒子 (火 山灰)微量、赤色粒子
・炭 (5× 5mm～ lcm× lcm大)1%含む。粘性あり、非常に強くしまる。

114 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/3
にぶい黄褐色シル ト粒土ごく微量含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火 山灰
)微量、赤色粒子・炭ごく微量含む。粘性あり、強くしまる。

115 10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±15%、 酸化鉄粒子5%、

粘性あり、強くしまる。

A∞ om

116 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±2%、 10YR4/3に ぶい

黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量含む。粘性あり、強くしまる。
117 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±20%含 む。

炭ごく微量含む。粘性あり、強くしまる。
118 10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シ

ル ト粒±3%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±10%、 酸化鉄粒子少量、
粘性あり、強くしまる。

119 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±2%、
10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 酸化鉄粒子ごく微量、粘性強、し
まる。
10YR4/4褐 色シル ト粒土に、10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、
10YR4/6褐 色シル ト粒±3%、 粘性あり、強くしまる。
10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 10YR5/3に ぶい
黄褐色シル ト粒±1%、 炭ごく微量含む。粘性あり、強くしまる。
10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 10YR3/4
暗褐色シル ト粒±1%、 炭ごく微量含む。粘性強、強くしまる。
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SS20
1 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/3に ぶい黄褐

色細粒±1%含む。 自色粒子 (火 山灰)・ 酸化鉄粒子微量含む。炭 ごく微量含

む。非常に強 くしまる。
2 10YR3/3暗 褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±2%含む。酸化鉄粒子少量、白色粒子 (火 山灰)・ 炭 ごく微量含む。非常

に強 くしまる。
3 10YR3/3暗 褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/6暗 褐色シル

ト粒±3%含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。強

くしまる。
4 10YR3/3暗 褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±7%、 10YR3/4暗 褐色シル

ト粒±1%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)ご く微量含む。粘性あり、

強 くしまる。
5 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±3%、 10YR4/3に ぶい黄褐色

シル ト粒±10%含 む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)0炭 微量含む。粘

性あ り、強 くしまる。
6 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±10%含 む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)微量含む。粘性ややあり、

強 くしまる。
7 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±15%、 10YR4/6褐 色シ

ル ト粒±1%含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭ごく微量含む。

粘性ややあ り、強くしまる。
8 10YR4/3に ぶい黄褐色に10YR4/4褐 色シル ト粒±10%、 10YR4/6褐 色シル ト粒± 1

%未満含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性や

やあ り、強 くしまる。
9 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に10YR5/6黄 褐色シル ト粒±7%、 10YR4/3に ぶ

い黄褐色シル ト粒±3%含む。酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)・ 炭ごく

微量含む。粘性ややあ り、強 くしまる。
10 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に10YR5/6黄 褐色シル ト粒±20%、 10YR4/4褐 色

シル ト粒±7%含む。酸化鉄粒子少量、白色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量

含む。粘性ややあり、非常に強 くしまる。
11 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±10%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±1%酸化鉄粒子微量、白色粒子 (火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性ややあ り

、非常に強 くしまる。
12 10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±10%、 10YR5/4に ぶい黄褐色シ

ル ト粒±5%含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。

粘性ややあ り、非常に強 くしまる。
13 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±5%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)少量、 Sごく微量含む。非常に

強くしまる。
14 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±15%含 む。 自色粒

子 (火 山灰)微量、酸化鉄粒子・赤色粒子ごく微量含む。粘性ややあり、非常

に強 くしまる。
15 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±2%ふ くむ。酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火 山灰)ご く微量含む。粘性やや

あ り、非常に強くしまる。
16 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±20%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。非常に強 く

しまる。
17 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色炭7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±2%含む

。 白色粒子 (火 山灰)・ 炭微量、赤色粒子・酸化鉄粒子ごく微量含む。粘性や

やあ り、非常に強 くしまる。
18 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±10%。 酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)・ 炭ごく微量含む。強 くしまる

19 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色炭7%、 10YR4/6褐 色炭5%。 酸化鉄粒子
0白 色粒子 (火 山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性ややあ り、非常に強 くしま

る。
20 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±5%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量含む。非常に

強 くしまる。
21 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±10%含 む。酸化鉄粒子微量

、自色粒子 (火 山灰)ご く微量含む。非常に強 くしまる。
22 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色細粒砂7%含

む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)少量含む。粘性あ り、非常に強 くしまる

23 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±10%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±7%含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)0炭 ごく微量含む。粘性あ

り、強 くしまる。
24 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±5%含む。酸化鉄粒子微量、色粒子 (火山灰)0炭 ごく微量含む。粘性わず

かにあ り、強 くしまる。
25 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±5%含む。酸化鉄粒子微量、白色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性わ

ずかにあ り、強くしまる。
26 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±7%ふ くむ。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭ごく微量含む。非常

に強 くしまる。
27 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 10YR5/6黄 褐色

シル ト粒±1%含む。酸化鉄粒子少量、白色粒子 (火山灰)・ 炭微量含む。粘

性あ り、強 くしまる。
28 10YR3/3暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 10YR5/に ぶい黄褐色シ

ル ト粒±2%含む。酸化鉄粒子少量、白色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。

粘性あ り、強 くしまる。
29 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±15%、 10YR6/4褐 色シル ト粒土

15%含 む。酸化鉄粒子 0白 色粒子 (火山灰)・ 炭ごく微量含む。非常に強 くし

まる。
30 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR5/4に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色

シル ト粒±5%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘

性わずかにあ り、非常に強 くしまる。
31 10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR5/4に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シ

ル ト粒±5%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火 山灰)炭微量含む。粘性わずか

にあ り、強 くしまる。
32 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR5/4に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シ

ル ト粒±5%含む。酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。

粘性わずかにあり、強 くしまる。

33 10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR5/4に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シ

ル ト粒±3%含む。酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘

性ややあ り、強 くしまる。
34 10YR4/4褐 色シル ト粒土に10YR5/4に ぶい黄褐色5%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±15

%含む。酸化鉄粒子微量、白色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。強 くしまる

35 10YR3/3暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±3%含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り

、非常に強 くしまる。
36 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト粒

±7%含む。酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り

、強くしまる。
37 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±5%、 10YR5/4に ぶい黄褐色シ

ル ト粒±2%含む。 白色粒子 (火山灰 )、 炭 ごく微量含む。粘性あ り、強 くしま

る。
38 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±10%含 む。酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性

あ り、非常に強 くしまる。
39 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色3%、 10YR4/4褐 色シル ト粒±2%、

10YR4/6褐 色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭ごく微

量含む。粘性あ り、強 くしまる。
40 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に2%、 10YR5/3に ぶい黄褐

色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子 0白 色粒子 (火山灰

)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り、 しまる。
41 10YR4/4褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±1%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±1%、 酸

化鉄粒子・ 白色粒子 (火 山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性あ り、非常に強くしま

る。
42 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 10YR4/3に ぶい黄褐

色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±2%、 酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰

)0炭 ごく微量含む。粘性あ り、 しまる。
43 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒上に10YR4/4褐 色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シ

ル ト粒±7%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性や

やあり、非常に強 くしまる。
44 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色

シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子微量、白色粒子 (火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性

ややあ り、非常に強 くしまる。
45 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±3%、 酸化

鉄粒子少量、自色粒子 (火 山灰)・ 炭 ごく微量含む。強 くしまる。
46 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒土%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火 山灰)・

炭 ごく微量含む。粘性ややあ り、非常に強くしまる。
47 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色

シル ト粒±3%、 10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火 山灰

)0炭 ごく微量含む。粘性ややあり、強 くしまる。
48 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 10YR5/3に ぶい黄褐色

シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子・炭 ごく微量含む。粘性あ り、非常に強くしまる。
49 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色5%、

10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)・ 炭 ご

く微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
50 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±25%、 10YR4/4褐 色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子微量、白色粒子 (火 山灰 )

・炭 ごく微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
51 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±5%、

10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)・
炭 ごく微量含む。粘性あ り、非常に強 くしまる。

52 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±5%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子微量、炭・ 白色粒子

(火山灰)微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
53 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/3に ぶい黄褐

色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±10%、 酸化鉄粒子微量、炭 ごく微量

含む。粘性あり、強 くしまる。
54 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±20%、 白色粒子 (火 山灰 )

・炭ごく微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
55 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±1%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火

山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り、非常に強くしまる。
56 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±25%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±5%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火

山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り、非常に強 くしまる。
57 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±15%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (

火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性あ り、強くしまる。
58 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±10%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±5%、 自色粒子 (火山灰)微量、赤色粒子・炭 ごく微量含む。粘性あ り、非

常に強 くしまる。
59 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±15%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±7%、 酸化鉄粒子 0白 色粒子 (火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性あり、強 く

しまる。
60 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR2/3黒 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±20%、 10YR6/3に ぶい黄橙色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子少量、自色粒子 (

火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性あ り、強くしまる。
61 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±3%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±10%、 酸化鉄粒子微量、白色粒子 (

火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性あ り、強くしまる。
62 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±7%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火

山灰)0炭 ごく微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
63 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR2/3黒 褐色シル

ト粒±3%、 10YR4/4褐 色シル ト粒±20%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒± 1%
未満、酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)・ 炭少量含む。粘性あ り、非常に

強 くしまる。
64 10YR3/4暗褐色に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±3%、

10YR4/4褐 色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、炭 ごく微量含む。粘性あり、強

くしまる。
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65 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/6褐 色シル

ト粒±15%、 10YR4/4褐 色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、炭 ごく微量含む。

粘性あ り、強 くしまる。
66 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色5%、

自色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
67 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±10%、 白色粒子 (火山灰)微量、炭ごく微量含む。非常に強 くしまる。
68 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±7%含む。 自色粒子 (火 山灰)・ 炭 ごく微量含む。非常に強 くしまる。
69 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±10%、 自色粒子 (火 山灰)微量、炭 ごく微量含む。非常に強 くしまる。
70 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±10%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子・炭 ごく微量含む

。粘性わずかにあ り、非常に強 くしまる。
71 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±5%、 酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性わずかに

あり、非常に強 くしまる。
72 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±7%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±2%、 10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (

火山灰)0炭 ごく微量含む。粘性ややあ り、非常に強 くしまる。
73 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/6褐 色シル

ト粒±2%、 10YR3/4暗 褐色シル ト粒±7%、 酸化鉄粒子 0白 色粒子 (火山灰 )

微量、炭 ごく微量含む。粘性ややあ り、非常に強 くしまる。
74 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±5%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±5%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (

火山灰)0炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ り、強 くしまる。
75 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±15%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±2%、 炭 ごく微量含む。粘性わずか

にあ り、強 くしまる。
76 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/6褐 色シル ト

粒±7%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (

火山灰)・ 炭ごく微量含む。粘性あり、強 くしまる。
77 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±10%、 白色粒子 (火山灰 )

ごく微量含む。粘性ややあり、非常に強 くしまる。
78 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±7%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±2%、 酸化鉄粒子微量、白色粒子 (火山灰)0炭 ごく微量含む。強 くしま

る。
79 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±7%、 酸化鉄粒子 白色粒子 (火山灰)微量、炭ごく微量含む。非常に強 く

しまる。
80 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±5%、 酸化鉄粒子 0白 色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性わず

かにあ り、非常に強 くしまる。
81 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±2%、 10YR4/4褐 色シル ト粒±2%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、

酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ

り、非常に強くしまる。
82 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/4褐 色シル

ト粒±3%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子微量、白色粒子

(火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性ややあり、非常に強くしまる。
83 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/4褐

色シル ト粒±2%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、自

色粒子 (火山灰)微量、炭ごく微量含む。粘性わずかにあ り。非常に強 くしま

る。
84 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土、10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±2%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、自色粒子 (

火山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ り、強くしまる。
85 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±2%、 酸化鉄粒子・ 自色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性わず

かにあり、強 くしまる。
86 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±10%、 酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火 山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性やや

あり、強 くしまる。
87 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/4褐 色シ

ル ト粒±3%、 白色粒子 (火 山灰)微量、酸化鉄粒子・炭 ごく微量含む。粘性

ややあ り、強 くしまる。
88 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±3%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒土白色粒子 (火山灰)5%、 酸化鉄粒子・炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ

り、非常に強 くしまる。
92 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±1%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 酸化鉄粒子少量、炭・ 白色粒

子 (火山灰)ご く微量含む。非常に強 くしまる。
93 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色5%、 10YR4/4褐 色シル ト粒±2%、

10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子少量、自色粒子 (火山灰)・
炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ り、強 くしまる。

94 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±5%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、自色粒子 (

火山灰)・ 赤色粒子 0炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ り、強 くしまる。
95 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/3

にぶい黄褐色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子微量、自色粒子 (火山灰)ご く微量

含む。粘性わずかにあ り、強 くしまる。
96 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/4褐 色シ

ル ト粒±3%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、自色粒

子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
97 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±10%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±3%、 酸化鉄粒子・ 白色粒子 (火山

灰)・ 赤色粒子・炭ごく微量含む。粘性あ り、自色粒子 (火山灰 )。

98 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/4褐 色シ

ル ト粒±7%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、自色粒

子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性ややあ り、強 くしまる。
99 10YR3/4暗褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/4褐 色シ

ル ト粒±7%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±40%、 酸化鉄粒子中量、自色粒

子 (火 山灰)・ 炭ごく微量含む。非常に強 くしまる。
100 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/4褐 色シル ト

粒±3%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子少量、自色粒子 (

火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性ややあ り、非常に強くしまる。
101 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/4褐 色シル

ト粒±3%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±15%、 酸化鉄粒子中量、自色粒子

(火山灰)・ 赤色粒子・炭ごく微量含む。粘性ややあり、強 くしまる。
102 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/4褐 色シ

ル ト粒±1%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±25%、 酸化鉄粒子少量、自色粒

子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ り、強 くしまる。
103 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR3/3暗 褐色シル ト粒±1%未満、10YR4/4褐 色シ

ル ト粒± 1%、 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒± 10%、 酸化鉄粒子少量、自色粒

子 (火山灰)・ 炭 ごく微量含む。粘性わずかにあ り、非常に強 くしまる。
105 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/4褐 色シル ト粒±2%、 10YR3/3暗 褐色シル ト

粒±1%未満、自色粒子 (火 山灰)微量、酸化鉄粒子・炭ごく微量含む。粘性

わずかにあ り、非常に強くしまる。

地山
106 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±10%、 含む。酸化

鉄粒子 10%、 自色粒子 (火 山灰)少量、粘性ややあ り、強 くしまる。
107 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±10%含 む。酸化鉄

粒子 10%、 自色粒子 (火 山灰)微量、赤色粒子ごく微量含む。粘性強、強 くし

まる。
108 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト粒土に2%、 酸化鉄粒

子3%、 自色粒子 (火山灰)微量、炭 ごく微量含む。粘性あり、非常に強 くし

まる。

周溝
123 10YR3/3暗 褐色シル ト粒土に砂粒多量、酸化鉄粒子7%、 自色粒子 (火 山灰)微

量含む。粘性強、強くしまる。 (後 世の溝 ?)
124 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 酸化鉄粒子7%、 自色

粒子 (火山灰)微量含む。非常に強 くしまる。 (後 世の溝 ?)
125 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に酸化鉄粒子 10%、 白色粒子 (火 山灰)ご く微量含

む。粘性あ り、強 くしまる。 (後 世の溝 ?)
126 10YR3/2黒 褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒子2%、 自

色粒子 (火山灰)0炭 ごく微量含む。粘性強、 しまる。
127 10YR3/2黒 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 10YR3/4暗 褐色シル ト

粒±5%含む。酸化鉄粒子少量、赤色粒子・炭微量含む。粘性強、 しまる。
128 10YR2/3黒 褐色シル ト粒土に10YR3/4暗 褐色シル ト粒±10%、 10YR4/6褐 色シル

ト粒±1%、 酸化鉄粒子 1%、 自色粒子 (火山灰)微量含む。粘性あ り、非常に

強 くしまる。
129 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±1%、 10YR3/4暗 褐色シル ト

粒±10%、 酸化鉄粒子5%、 粘性強、 しまる。
130 10YR3/3暗 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±7%、 10YR3/4暗 褐色シル ト

粒±10%含 む。酸化鉄粒子3%、 粘性強、強 くしまる。
131 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±15%、 10YR3/4暗 褐色シル

ト粒±5%含む。酸化鉄粒子2%含む。粘性強、 しまる。
132 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、 10YR3/3暗 褐

色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±25%、 酸化鉄粒子微量、炭 ごく微量

、粘性強、強 くしまる。
133 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±5%、 酸化鉄粒子

少量、炭 ごく微量含む。粘性強、 しまる。
134 10YR3/4暗 褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±20%、 10YR6/2灰 黄褐色シ

ル ト粒±40%、 10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 炭微量含む。粘性強、非常に強

くしまる。
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第 9図 第20号墳出土遺物

第 2表 第20号墳出土遺物観察表 (第 9図 )

第 3表 第20号墳出土円筒埴輪観察表 (第 9図 )

番号 器種 法量(Cm) ①胎土②焼成③色調④残存 出土位置 形態・成形・調整技法の特徴 備 考

土師

器不

口 径 12.0
器 高  4.0
最大径 13.4

①角閃石粒子・砂粒を少量含
む②良好③淡灰褐色、底部外
面黒斑④ほぼ完形

周溝覆土

上層

須恵器不身模倣形態。口縁部内外面に横ナ

デを施し、口縁部と体部の境に棒状工具に

よる沈線を巡らす。体部外面はヘラ削 りを

施し、内面は横ナデの後ややまばらな放射

状のヘラミガキを施す。

口縁部内外面に黒彩を

一部残す。

番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

円筒 口縁部 周溝

R-17G
①B②橙
7.5YR7/6

③良好・硬質

12 外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇端部を強くナデる。

内面色調 明褐灰

7.5YR7/2

円筒 口縁部 周溝

R-17G
①B②橙
7.5YR7/6

③良好・硬質

14 外面はタテハケ調整で、内面はヨコハケ調整が施さ

れる。口唇端部を強くナデる。

円筒 口縁部 周溝

R-17G
①C②にぶい橙

7.5YR6/4

③良好・硬質

14 外面はヨコナデ調整で、内面はナナメハケ調整の後

にヨコハケ調整が施される。口唇部は上方向からと

端部を強くナデる。

-16-



番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

円筒 口縁部 周溝

R-17G
①C②橙
5YR6/6

③良好0硬質

12 外面はヨコナデ調整で、内面はナナメハケ調整の後

にヨコハケ調整が施される。口唇部は上方向からと

端部を強くナデる。

円筒 体 部 周辺 ①C②にぶい橙
7.5YR6/4

③普通・軟質

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は上稜よりも下稜が低い台形で、突出の高さは

約7皿 である。

円筒 体 部 周辺 ①B②にぶい橙
7.5YR6/4

③不良0軟質

外面はヨコナデ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は台形で、突出の高さは約7mmで ある。

内面に黒色物質付着。

円筒 体 部 周辺 ①B②にぶい黄

橙10YR6/3

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は台形で、突出の高さは約6皿 である。

内面色調 橙5YR6/6

SD7b

SS20SD7a

SDll

<

第10図 第 7号溝跡平面図
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

円筒 体部 周辺 ①C②赤褐
5YR4/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。
突帯は台形で、突出の高さは約6皿 である。

10 円筒 底部 周溝

R-18G
①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

底面は砂粒状の圧痕がある。

11 円筒 底部 周辺 ①B②にぶい橙
7.5YR6/4

③普通・軟質

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

底面は棒状の圧痕がある。

A"9m

B296m

SD7b
l 10YR4/4

2  10YR4/4

3  10YR4/4

4  10YR3/4

5  10YR5/3

6  10YR3/4

7  10YR4/2

8  10YR4/2

9  10YR3/4

SD7a
10  10YR5/3

11 10YR3/4

12  10YR3/3

13  10YR4/4

14 10YR4/4

15  10YR5/3

16

17 (墳砂 )

18  10YR3/4

19  10YR4/3

―旦
' C"6m

A'

D29 3m      D'

灰黄褐色シル ト粒土ににぶい黄褐色シル ト±1%、 酸化鉄粒40

%、 自粒少量含む。粘性あ り、しまる。
暗褐色粘土に褐色シル ト粒±2%、 酸化鉄粒25%含む。粘性強

、強 くしまる。
暗掲色粘土ににぶい黄褐色粘±20%、 褐色細粒砂 1%、 酸化鉄
粒 15%。 粘性強、強 くしまる。
暗褐色シル ト粒土に褐色シル ト粒±10%、 細粒子 10%、 酸化鉄
粒5%、 粘性あ り、強 くしまる。
シル ト粒土にシル ト粒±20%、 褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒
10%、 炭化物を微量含む。粘性強、強 くしまる。
にぶい黄褐色シル ト粒土に黒褐色シル ト粒±15%、 褐色シル ト

粒±1%含む。酸化鉄粒2%、 粘性あ り。非常に強 くしまる。

暗褐色シル ト粒土ににぶい黄褐色シル ト粒±15%、 酸化鉄粒子
2%、 自色粒子少量。粘わずかにあ り、非常に強 くしまる。
暗褐色シル ト粒土に暗褐色シル ト粒±5%、 黒褐色シル ト粒±5

%、 酸化鉄粒2%、 白色粒子微量。粘性あ り、しま りあり。
にぶい黄橙色シル ト土に暗褐色シル ト±3%、 酸化鉄粒子5%、

白色粒子少量含む。粘わずかにあり、非常に強 くしまる。
暗褐色シル ト粒土に褐色シル ト粒±1%、 にぶい黄橙色シル ト

粒±7%、 酸化鉄粒5%、 自色粒子少量含む。粘性ややあり、非
常に強 くしまる。
褐色シル ト粒土に灰黄橙色シル ト粒±10%含 む。酸化鉄粒30%
、自色粒子極微量含む。粘性あり、強くしまる。
暗褐色シル ト粒土に褐色シル ト粒±25%、 にぶい黄橙シル ト粒
±5%、 酸化鉄粒 15%、 自色粒子微量含む。粘性ややあ り、強
くしまる。
暗褐色シル ト粒土に褐色シル ト粒±1%、 にぶい黄褐シル ト粒
±30%、 酸化鉄粒 15%、 自色粒子微量、黒褐色シル ト粒±1%
未満、褐色シル ト粒±1%。 粘性ややあり、非常に強くしまる

褐色シル ト土に灰黄褐シル ト±15%、 褐色シル ト±10%、 酸化
鉄粒 15%、 自色粒子極微量含む。粘性あ り、強 くしまる。
にぶい黄褐色シル ト土に灰黄褐色シル ト粒±10%、 黒褐色シル

ト±10%、 褐色シル ト±7%、 酸化鉄粒 10%、 粘性あ り、 しま

る。

暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±1%、 10YR3/4暗 褐
色シル ト粒±10%、 酸化鉄粒子5%、 粘性強、 しまる

暗褐色シル ト粒土に10YR4/6褐 色シル ト粒±15%、 10YR3/4暗 褐
色シル ト粒±5%含む。酸化鉄粒子 2%含む。粘性強、 しまる

C'

褐色シル ト土に自色粒子少量、赤色粒子 0土器細片を少量含む

。非常に強 くしまる。
褐色シル ト土ににぶい黄褐色シル ト±7%、 酸化鉄粒2%、 自色

粒子微量、粘性ややあ り、非常に強くしまる。
褐色シル ト土に灰黄橙シル ト±15%含 む。酸化鉄粒 10%、 自色

粒少量。粘性わずかにあり、非常に強くしまる。
暗褐色シル ト土ににぶい黄褐色シル ト±30%、 酸化鉄粒25%、

白色粒少量含む。 しまる。
にぶい黄褐色シル ト粒土に暗褐色シル ト粒±20%、 灰黄褐シル

ト±1%、 酸化鉄粒 15%、 自色粒子少量含む。粘あり、非常に

強くしまる。

暗褐色シル ト土ににぶい黄褐シル ト±25%、 酸化鉄粒25%、 自

色粒子少量と小礫を極微量含む。粘性ややあり、非常に強くし

まる。
細粒砂に酸化鉄粒20%、 自色粒子少量、小礫を極微量含む。粘

性ややあ り、非常に強 くしまる。
灰黄褐色シル ト土ににぶい黄褐色シル ト粒±10%、 暗褐色シル

ト粒±7%、 酸化鉄粒 15%、 白色粒子少量含む。粘性あり、非

常に強くしまる。
暗褐色シル ト土に褐色シル ト±5%、 酸化鉄粒少量、自色粒子

微量、粘性あ り、強くしまる。

にぶい黄褐色シル ト土に褐色シル ト±7%、 酸化鉄粒 5%、 自色

粒子微量含む。粘性あり、強くしまる。
暗褐色シル ト土ににぶい黄褐シル ト±10%、 にぶい黄橙シル ト

±1%、 暗褐色シル ト粒±15%、 酸化鉄粒7%、 自色粒子中量。

粘わずかにあり、非常に強 くしまる。
暗褐色シル ト粒土に暗褐色シル ト粒±30%、 灰黄褐色シル ト粒
±10%、 褐色シル ト粒±1%、 酸化鉄粒少量、白色粒子中量含
む、粘性ややあ り、非常に強 くしまる。
褐色細粒砂7%、 にぶい黄褐細粒砂に酸化鉄粒 7%、 自色粒子、
極微量含む。 しま り強。
褐色細粒砂ににぶい黄褐色細粒砂25%含む。酸化鉄粒30%、 自

色粒子極微量含む。 しまる。
にぶい黄褐色細粒砂に褐色細粒砂 10%、 にぶい黄橙色粘±7%
含む。酸化鉄粒25%、 非常に強 くしまる。
酸化鉄粒砂ににぶい黄橙色細粒砂7%、 白色粒子極微量含む。

強くしまる。

暗褐色粗粒砂に黒褐色粗粒砂3%、 褐色粘±1%、 10YR3/4暗 褐

色粘±1%含む。酸化鉄粒 7%、 自色粒子微量含む。非常に強 く

しまる。

暗褐色シル ト土に暗灰黄シル ト±25%、 酸化鉄粒 10%、 自色粒

子少量、粘性ややあ り、非常に強くしまる。
にぶい黄褐色粘土ににぶい黄橙色粘±5%、 にぶい黄橙色細粒

砂3%、 酸化鉄粒子3%、 自色粒子極微量。粘性強、 しま り強。

第11図

20  10YR4/2

21  10YR3/4

22  10YR3/4

23  10YR3/4

24  10YR3/4

25  10YR5/3

SS20
26  10YR3/4

27  10YR4/4

28  10YR6/3

29  10YR3/4

30  10YR4/4

31  10YR3/4

32  10YR3/4

33  10YR4/4

34  10YR5/3

35  10YR3/4

36  10YR3/4

37 10YR3/4 暗褐色シル ト粒土に10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト粒±7%、

10YR3/3暗 褐色シル ト粒±2%、 10YR4/6褐 色シル ト粒±25%、

酸化鉄粒子微量、炭ごく微量、粘性強、強 くしまる。

第 7号溝跡断面図
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SD1 7

SD15 SD14

＝

ミ

ー

革

―

Ｅ
一

酸化鉄粒 φl～ 2皿含む。 しまり、粘性あり。
酸化鉄 φ2～3m含む。 しまり弱、粘性強い。

調査区域外

SD14・ 15017
1 10YR4/6 細粒砂にシル ト粘±10%、 酸化鉄粒5%、 白色粒少量。

しまり強。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト粒土ににぶい黄褐シル ト±40%、 酸

化鉄粒7%、 自色粒子微量含む。粘性あり、強くしまる。
3 10YR3/4 暗褐色シル ト粒土ににぶい黄褐色細粒砂25%、 酸化鉄粒

砂50%、 白色粒子少量。非常に強くしまる。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色シル ト粘土ににぶい黄褐シル ト粘±15%、

酸化鉄粒 10%。 粘性強、強くしまる。
5 10YR3/4 暗褐色シル ト土ににぶい黄褐シル ト±40%、 酸化鉄粒

25%、 にぶい黄橙シル ト粒±1%、 白色粒子微量含む。
粘性あり、非常に強くしまる。

6 10YR4/2 灰黄褐色シル ト粒土に酸化鉄粒2%含む、粘性強。
7 10YR3/4 暗褐色色シル ト粒土に灰黄褐シル ト粒±15%含 む、酸化

鉄粒20%。 粘性強、強くしまる。

SD1 0
C293m C'

SD18
E293m

蒻 雰
=勿

蒻
晰 ⑪ 贄 錮 %
0ゆ 晰 多 %

B293m BI

SD1 4・ 15・ 17
P:9 s-

SD8
1 灰褐色
2 褐灰色

Ｅ
一

颯讀

7.5YR4/2

7.5YR4/1

SD9
1 にぶい黄褐色 10YR5/3

2 灰黄褐色   10YR4/2

3 灰褐色    10YR4/1

4 灰褐色    10YR4/1

SD10
1 灰黄色

白色粒子多、酸化鉄粒 φl～ 2mm含む。砂粒含む、
しまり強、粘性弱。
白色粒子少量、酸化鉄ブロック含む。灰色粘土少
量、しま りややあり、粘性あり。
灰色粘土主体、酸化鉄粒 φl～ 2mm多量。砂粒少
量。 しまりややあり、粘性強。
黄褐色土粒 φ2～3m多量、酸化鉄粒 φ2～3m含
む。 しまりややあり、粘性強。

2.5Y7/2 砂粒主体、酸化鉄がまだらに混入。 しま りあり、
粘性なし。

第12図 第 8～10014015017018号溝跡平面 0断面図
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外

第13図 第13号清跡平面 0断面図

第10号溝跡 (第 12図 )

R・ S-18グリッドに位置する。幅は約 1～ 0。 5m

と一定しておらず、深さ約0。 15mと 浅い。第 9015

号溝跡をまたいで北西は第 7a号溝跡から南東は調

査区外に延びている。

第11号溝跡 (第10図 )

R-17グ リッドに位置する。約0。 6m、 深さは約0。 1

mと 浅い。第12号井戸跡と第 7a号溝跡をつないで

いる。

第12号溝跡 (第10図 )

R-17グ リッドに位置する。幅約0。 3～ 0。 6m、 深さ

約0。 3mで横断面は逆台形状である。第11号溝と同じ

く第12号井戸跡と第 7a号溝跡をつないでいる。

第13号溝跡 (第13図 )

R-17グ リッドに位置する。東西方向に延びている

が、西側は調査区外、東側は古墳の周溝等と重なる

ため規模は不明である。幅約0。 75m、 深さ約0。 lmと

i支い。

第14号溝跡 (第12図 )

R-18グ リッドに位置する。南北方向に調査区を横

断している。幅約 lm、 深さ約0。 6mで、横断面は箱

型を呈している。

溝覆土中から第22図66の加工痕のある角閃石安山

岩が出土した。重さは5。 82kgで両面に基状工具に

よって平坦面を作 り出している。

第15号溝跡 (第12018図 )

R-18グ リッドに位置する。第14号溝跡と並走して

おり、東側の立ち上がりは不明である。深さは約0。

2～ 0。 25mと 浅 く、横断面は箱型になると思われる。

溝覆土から埴輪片が出土している。

第17号溝跡 (第12022図 )

R-18グ リッドに位置する。第14号溝跡と斜めに交

差し、第15号溝跡の南西に延びている。規模等の詳

細は不明である。深さは約0。 lmと 浅い。

第18号溝跡 (第12図 )

S-18グ リッドに位置する。第14号溝跡と南側で交

差している。幅約0。 4m、 深さ約0。 1～ 0。 2mと 浅い。

3.土墳・井戸跡

土墳及び井戸跡は調査区の南端の中央にまとまっ

ている。今回の調査で検出された土墳は 4基、井戸

跡は 2基である。

第34号土垢 (第14図 )

R-18グ リッドに位置する。西側は第 9号溝跡と重

複するが、断面の観察から溝跡より新しいことが分

かった。平面の形状はやや不整の円形で径は0.5～ 0。

6mで、深さは約0。 lmである。

第35・ 36号土墳 (第14018図 )

R-17グ リッドに位置する。第35036号土墳、第33

SD13

|

く!

Ａ
一

Ａ２９
一

%り易″″〃孵

魏晰 魏鶉 鶉
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SK34

AA

A

10YR6/6 灰黄喝色土が しま状に混入する。酸化鉄粒子含む

。砂粒多量、 (埋め戻 し)、 しまりあり、粘性や

やあり。

10YR5/2 白色粒子多量、酸化鉄粒 φl～ 2皿含む。砂粒含む

、しまり強、粘性弱。

A

SK37微細図

SE12
1 灰 黄褐色   10YR4/2

2 褐灰色    7.5YR4/1

3 褐灰色    10YR4/1

4 灰 色     5Y4/1
5 灰褐色    7.5YR4/2

6 黄褐色    2.5Y5/4

7 灰褐色    7.5YR4/2

8 灰 オ リーブ色  7.5Y5/2

9 明黄褐色   10YR6/6

10 褐灰色    7.5YR4/1

11 褐灰色    7.5YR4/4

A

A294m

白色粒子多量、酸化鉄粒 φl～ 2皿多砂粒含む。
しまり強、粘性あり。
白色粒子含む。黄褐色土粒 φ2～ 3m少量、酸化
鉄粒 φ3～ 4mm多 量、しま り強、粘性あり。
灰色粘土主体、酸化鉄ブロック多量、黄褐色土

粒 φ2～3mm少量、 しまりあり、粘性強。
灰色粘土主体、しま りあり、粘性強。
黄褐色土粒 φ2～3mm含む。酸化鉄粒 φ2～師皿含
む。 しまり弱、粘性強。
砂粒多、灰褐色土ブロック少量、しまり弱、粘
`性強。
黄褐色土粒 φ2～3血含む。酸化鉄粒 φ2～ 3m含
む。砂粒含む。 しま り弱、粘性強
酸化鉄ブロック、黄褐色土ブロック多量、しま
り弱、粘性強。
灰黄褐色土ブロック含む。酸化鉄粒 φl～ 21■m少

量。

黄褐色土ブロック含む。酸化鉄粒 φl～ 2mm含む

。 しまり強、粘性あり。
黄褐色土ブロック含む。酸化鉄粒 φl～ 2Ⅱ皿含む

。灰色粘土ブロック少量、しまりあり、粘性強

A A

&s-

A

&.g-

Ａ
一

A294m

A

&.4-

SK33
1 明黄褐色

SK34
1 灰黄褐色

SK35・ 36
1 灰色

2 明黄褐色
3 黒褐色

4 褐灰色

5 灰褐色

6 灰褐色
7 灰褐色

8 灰褐色

SK37
1 灰褐色

2 褐灰色
3 褐灰色

勿⑮藤
=万

拗笏

聰〃鶉笏晰笏聰

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

―

ヽ

、

Ａ

１

１１

ヽ

―

―

†

―

Ａ
一

5Y5/1

2.5Y7/6
7.5YR3/2

5YR4/1

5YR4/2

5YR4/2

7.5YR4/2

7.5YR4/2

白色粒子多量、酸化鉄粒 φ3～ 5皿含む、しま り強

、粘性弱。
地山ブロック、しまり強、粘性あり。
白色粒子少量、酸化鉄粒子含む、しまりあり、粘
性あり。
白色粒子少量、炭化物ブロック (φ 5皿)微量、黄
褐色土粒 φl～ 2Ш少量、酸化鉄粒 φ3～ 5mm多量、
しまり強、粘性ややあり。
白色粒子少量、酸化鉄粒 φl～ 2皿多、しまりあり

、粘性強。
黄褐色土粒 φl～ 2皿含む、しまりあり、粘性強。
白色粒子多量、酸化鉄粒子含む。黄褐色土粒 φl～

2Ш含む。 しまり強、粘性弱。
黄褐色土粒 φl～ 2皿含む。 しま りややあり、粘性
強。

7.5YR4/2 酸化鉄ブロック含む、黄褐色土ブロックφl～ 3皿少
量、しまりあり、粘性ややあり。

7.5YR4/1 黄褐色土粒 φ2～ 5皿多量、しまりあり、粘性強。
10YR5/1 黄褐色土粒少量、灰色粘土主体、しまりあり、粘

性強。
4 にぶい褐色 7.5Y5/4 酸化鉄粒 φl～ 2皿少量、灰褐色土ブロック多量、

しま り強。

第14図 第33～ 37号土墳、第12号井戸跡平面 0断面図

SK37SK33
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第15図 第 7号溝跡出土遺物 (1)
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瑾瞑晰′彬陽輻:
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32

34

鶉酔幌
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第16図 第 7号清跡出土遺物 (2)
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44

夢魏

47

48

冤ぶ爾尚塁動

爾燿》 電爵壽 呵留欲
50

53

螺避鷲蝙檄 辟鶴

軋 J聰■ 隕
55

黎傷鶏

♂蛉臨

電爵豊響

54

58

翻饒プ

57

第17図 第 7号溝跡出土遺物 (3)
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59

贅聾囲鞠 1鶉:癸電
60

SD7

鉤
SD9

膵

心

雉 D"4
SD15

10ol

SK35

第18図 第7号溝跡出土遺物 (4)、 第9015号溝跡、第35号土墳出土遺物
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第 4表 第 7号溝跡出土円筒埴輪観察表 (第 15～ 18図 )

番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整 0手法の特徴 備 考

朝顔 口縁部 ①C②明赤褐
5YR5/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整の後

に横方向の擦痕が施される。

円筒 体部 R-17G
Ⅲ層

①C② にぶい橙

7.5YR6/4

③良好・硬質

12 外面はタテハケ調整で、内面はタテハケ調整の後に

タテナデ調整が施される。突帯は台形で、突出の高

さは約5mmで ある。

透孔の一部が残る。穿孔

後ナデ調整。

円筒 口縁部 ①B②赤褐
2.5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は上方向から強くナデる。

円筒 口縁部 ①B②赤褐
2.5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は上方向から強くナデる。

内面に「一」のヘラ記号

の一部が残る。

円筒 口縁部 ①B②橙
5YR6/6

③良好・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇端部を強くナデる。

円筒 口縁部 東 ①B②赤褐
2.5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

円筒 口縁部 ①A②赤褐
2.5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

され、下位に横方向の擦痕。口唇部は上方向からと

端部を強くナデる。

円筒 口縁部 ①B②赤褐
2.5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

円筒 口縁部 ①A②橙
5YR6/6

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部を屈曲させ、上方向からと端部を強

くナデる。

内面に「一」のヘラ記号
の一部が残る。

10 円筒 口縁部 ①C②橙
5YR6/6

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

内面に「―」のヘラ記号

の一部が残る。

11 円筒 口縁部 ①C②橙
5YR6/6

③普通・軟質

外面はタテハケ調整で、内面はヨコナデ調整が施さ

れる。

器面の磨耗顕著。

12 円筒 口縁部 底面 ①C② にぶい橙
5YR6/4

③普通・普通

10 外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部を屈曲させ、端部を強くナデる。

13 円筒 口縁部 ①B②赤褐
2.5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

14 円筒 口縁部 ①C②にぶい橙

7.5YR7/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。口唇部は屈曲させ、上方向からと端部を強

くナデる。

15 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整の後

ナデる。突帯は下稜よりも上稜が低い台形で、突出

の高さは約5mmで ある。

突帯下端 に透孔の一部

を残す。半円形透孔の可

能性がある。

16 円筒 体部 ①B②明赤褐
5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約6皿 である。

17 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は上稜と下稜を作出し、突出の高さは約6

皿 である。

18 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約5皿 である。

突帯下端に透孔の一部

を残す。

19 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

13 外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整の後

にナデる。突帯は下稜の突出する台形で、突出の高

さは約7皿 である。

20 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整の後
にナデる。突帯は台形で、突出の高さは約7mmで ある。

突帯下端 に透孔の一部

を残す。半円形透孔の可

能性がある。
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ケ

メ

調整・手法の特徴 備 考

21 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は下稜よりも上稜が低い台形で、突出の高さは

約7皿 である。

透孔の一部を残す。内面

の磨耗顕著。

22 円筒 体 部 ①B②橙
5YR7/6

③良好・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は上稜と下稜の2稜を作出する台形で、突出の高

さは約4mmで ある。

透孔の一部を残す。

23 円筒 体部 東 ①B②にぶい橙
5YR7/4

③良好・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は上稜よりも下稜が低い台形で、突出の高さは

約6皿 である。

透孔の一部を残す。

24 円筒 体 部 ①B②にぶい褐
7.5YR5/4

③良好・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は下稜 よりも上稜が低い台形で、突出の

高さは約9mmで ある。

突帯下端に透孔の一部

を残す。

25 円筒 体部 ①C②にぶい橙
7.5YR6/4

③良好・普通

10 外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は丸みをもつ台形で、突出の高さは約5皿

である。

透孔の一部を残す。

26 円筒 体 部 東 ①A②橙
5YR6/6

③良好・普通

内面はナナメハケ調整が施される。突帯は上稜 と下

稜の2稜を作出する台形で、突出の高さは約5皿 であ

る。

27 円筒 体部 ①A②明赤褐
5YR6/6

③良好・普通

内面はタテナデ調整が施される。突帯は上稜 と下稜
の2稜を作出する台形で、突出の高さは約5皿 である。

28 円筒 体 部 ①B②明赤褐
5YR5/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整の後

横方向にナデる。突帯は下稜よりも上稜が低い台形

で、突出の高さは約8皿 である。

29 円筒 体 部 ①B②明赤褐
5YR5/6
③良好0硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は下稜 よりも上稜が低い台形で、突出の高さは

約8皿 である。

30 円筒 体 部 ①B②明赤褐
5YR5/8

③普通・軟質

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は台形で、突出の高さは約5皿 である。

31 円筒 体 部 ①B②明赤褐
5YR5/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は上稜 と下稜の2稜を作出する台形で、突

出の高さは約7皿 である。

内外面に黒色物質付着。

32 円筒 体 部 ①A②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約5皿 である。

33 円筒 体部 ①A②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は丸みのある台形で、突出の高さは約4皿

である。

突帯上部に連続する板

端圧痕が残る。

34 円筒 体部 ①C②明赤褐
5YR5/6

③良好・硬質

内面はタテナデ調整が施される。突帯は上稜と下稜
の2稜をシャープに作出する台形で、突出の高さは約
8皿 である。

35 円筒 体部 上層 ①C②明赤褐
5YR5/6

③良好・硬質

内面はタテナデ調整が施され、指頭圧痕が顕著。突

帯は台形で、突出の高さは約7皿 である。

36 円筒 体 部 ①C②明赤褐
5YR5/6

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は上稜と下稜の2稜を作出する台形で、突

出の高さは約5mmで ある。

37 円筒 体部 ①B②にぶい褐
7.5YR5/4

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は上稜と下稜の2稜を作出する台形で、突出の高
さは約8皿 である。

38 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③良好・硬質

内面はタテナデ調整が施される。突帯は上稜 と下稜

の2稜を作出する台形で、突出の高さは約7皿 である。

39 円筒 体部 ①A②にぶい橙
7.5YR6/4

③普通・軟質

10 外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約5皿 である。

40 円筒 体部 ①B②にぶい橙
7.5YR6/4

③普通・軟質

10 外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は幅広の台形で、突出の高さは約5皿 であ

る。
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

41 円筒 体部 ①B②にぶい褐
7.5YR5/4

③良好・硬質

内面はナデ調整が施される。突帯は上稜と下稜の2稜

を作出する台形で、突出の高さは約6皿 である。

42 円筒 体部 ①B②にぶい褐
7.5YR6/3

③良好・硬質

内面はナデ調整が施される。突帯は上稜よりも下稜
が低い台形で、上稜は丸みをもつ。突出の高さは約6

皿 である。

須恵質

43 円筒 体部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

内面はナデ調整が施され、指頭圧痕が顕著。突帯は

下稜よりも上稜が低い台形で、突出の高さは約6皿 で

ある。

外面は黒色物質付着、内

面は焼きムラ。

44 円筒 体部 ①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。

45 円筒 体部 ①B②明赤褐
2.5YR5/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。

46 円筒 底部 ①B②赤褐
2.5YR4/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。

47 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/8

③普通・普通

内面はタテナデ調整が施されるЭ底面は砂粒状の圧

痕が付着。
外面剥落。

48 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は棒状圧痕が付着3

49 円筒 底部 ①C②にぶい橙
7.5YR7/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は棒状圧痕が付着c

50 円筒 底部 ①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は平坦。

51 円筒 底部 ①C②にぶい橙
7.5YR7/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は砂粒状圧痕が付着。

52 円筒 底部 東 ①B②にぶい橙
5YR7/4

③普通0普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は棒状圧痕が付着c

53 円筒 底部 ①B②明赤褐
5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は砂粒状圧痕が付着。

54 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。基部外面に木目圧痕が残 り、底面は棒状圧痕が

付着。

55 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は平坦。

56 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は棒状圧痕が付着。

器面の磨耗顕著。

57 円筒 底部 ①B②明赤褐
5YR5/6

③良好・硬質

14 外面はタテハケ調整、内面はナナメナデ調整が施さ

れる。

58 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。基部外面に木目圧痕が残 り、底面は棒状圧痕が

付着。

59 円筒 底部 上層 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。底面は棒状圧痕が付着。

60 円筒 底部 ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。基部はR接合で、底面は平坦。
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

61 円筒 底部～

体部

①B②明赤褐
5YR5/8

③普通0普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。突帯は台形で、突出の高さは約5皿 である。底面
は棒状圧痕が付着。

番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

62 円筒 体 部 SD9 ①C②橙
5YR7/6

③普通・普通

14 外面はタテハケ調整、内面はナデ調整が施される。 透孔の一部を残す。

63 円筒 体 部 SD15 ①B②にぶい赤褐
5YR5/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は上稜と下稜の2稜を作出する台形で、突出の高

さは約5皿 である。

64 円筒 体 部 SD15 ①B②明赤褐
5YR5/8

③普通・軟質

内面はナデ調整が施される。突帯は丸みを帯びた台
形で、突出の高さは約4皿 である。

65 円筒 体 部 SK35 ①B②にぶい橙
7.5YR5/4

③良好・硬質

13 外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施され、

横方向の擦痕が残る。突帯は上稜よりも下稜が低い

台形で、突出の高さは約6mmで ある。

須恵質。

第 5表 第9015号溝跡、第35号土墳出土円筒埴輪観察表 (第 18図 )

号土墳 (井戸跡)と 重複している。第35号土墳は長

径le15m、 短径約0.8mの楕円形で、深さは約0。 3m

である。第36号土墳は第35号土墳の東側で切られて

おり平面の形状と規模は不明であるが、深さは0。 lm

と浅い。断面の観察から第35号土墳が新しいことが

明らかになった。

第35号土墳から埴輪片が出土している。

期の確定が難しい。今後の調査事例の蓄積を待って

検討をくわえる必要がある。

第33号土墳 (第14図 )

R-17グ リッドに位置する。調査時に土墳番号をつ

けているが、断面の深さから丼戸跡に変更する。平

面形は長径 1。 Om、 短径0.8mの楕円形で、深さは底

面まで調査していないため不明である。

第12号井戸跡 (第14022図 )

R-17グ リッドに位置する。平面形は径約 1。 8mの

不整円形で深さ約0.3mである。底面に径約0。 3mの

円形に 2段掘 りされており、深さは確認面から1.3m

である。

覆土中から第22図67の角閃石安山岩の礫が出土し

た。形状は円盤状に近 く表裏両面は菫状工具によっ

て平坦に仕上げており、右側面を切断するようにし

て平坦面を作 り出している。重さは2。75kgで ある。

第37号土垢 (第14図 )

R-17グ リッドに位置する。第35036号土墳、第33

号土娠 (井戸跡)に よって南西コーナーが壊されて

いる。平面形は南北 2m、 東西1。 7mの隅丸方形で、深

さは約0。 2mである。覆土中から馬一体分の骨が検出

された。下顎と脚の位置から背を西にし、頭を北側

に置いていたことが復元できる。本土墳は馬の埋葬

施設と考えられ、第20号墳の墳丘部で周溝と接する

位置にあることから、古墳と何らかの関連が想定で

きるがしかし、馬骨以外の遺物が出土しておらず時
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第 6表 グリッド出土形象埴輪観察表 (第 19図 )

第 7表 グリッド出土円筒埴輪観察表 (第 19～ 22図 )

番号 器種 部位 出土位置

①胎土
②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

製作・手法の特徴 備 考

盾 ヒレ部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR6/6

③良好0普通

円筒形の本体に粘土板によるヒレ部を貼付する。正
面に線刻により三角文を施文する。

胎土中に赤色粒子の混

入が目立つ。

人物 腕部 R-17G
Ⅲ層

①B②にぶい赤褐
5YR5/4

③良好・硬質

中実成形の右腕。外面はタテナデを丁寧に施す。 胎土中に赤色粒子の混

入が目立つ。

人物 美豆良 R-17G
I層

①B②橙
5YR6/6

③良好・硬質

粘土紐成形の棒状の下げ美豆良。ナデを丁寧に施す。

不 明 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整の後にナデを加え、内面はタテ

ナデ調整が施される。図示 した右端に突帯を貼付 し、
その下端に接 して小円孔を穿つ。

馬形埴輪の尻尾付近の

破片と考えられる。

番号 器種 部位 出土位置

①胎土
②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

円筒 口縁部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
5YR5/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

円筒 口縁部 R-17G
Ⅱ層

①C②橙
5YR6/6

③良好・硬質

11 外面はタテハケ調整で、内面はナナメヨコハケ調整
が施される。口唇端部を強くナデる。

円筒 口縁部 R-17G ①B②明赤褐
5YR5/6

③普通・軟質

11 外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施
される。口唇端部を強くナデる。

円筒 口縁部 R-17G ①B②明赤褐
5YR5/6

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメヨコハケ調整
が施される。口唇端部を強くナデる。

円筒 口縁部 R-17G ①B②明赤褐
5YR5/6

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はヨコハケ調整が施さ
れる。口唇端部を強くナデる。

10 円筒 口縁部 R-18G ①B②橙
5YR6/6

③良好・普通

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

11 円筒 口縁部 R-17G ①B②明赤褐
5YR5/6

③良好・普通

外面はナナメタテハケ調整、内面はヨコナデ調整が

施される。口唇端部を強くナデる。

12 円筒 口縁部 A区 ①C②橙
5YR6/6

③良好・硬質

10 外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇端部を強くナデる。口唇部は上方向を強
くナデる。

内面に「一」のヘラ記号
の一部が残る。

13 円筒 口縁部 R-17G ①B②にぶい橙
5YR6/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇端部を強 くナデる。口唇部は上方向から
と端部を強くナデる。

14 円筒 口縁部 R-17G
Ⅳ層

①B②にぶい橙
5YR6/3

③良好・硬質

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇端部は上方向からと端部を強くナデる。

内面に「一」のヘラ記号
の一部が残る。

15 円筒 口縁部 R-17G ①B②赤褐
5YR4/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇端部は端部を強くナデる。

16 円筒 口縁部 R-17G ①B②明赤褐
5YR5/6

③良好・普通

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇端部を強くナデる。

17 円筒 口縁部 R-17G
Ⅲ層

①C②橙
5YR6/6

③良好・硬質

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土
②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

18 円筒 口縁部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/8

③普通・軟質

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇部は上方向からと端部を強くナデる。

内面に「一」のヘラ記号
が残る。長さ5.5cm。

19 円筒 口縁部 R-18G ①B②橙
5YR6/6

③普通・軟質

外面はタテハケ調整、内面はナナメハケ調整が施さ
れる。口唇端部を強くナデる。

20 円筒 口縁部 R-17G ①B②橙
5YR6/8

③普通0軟質

外面はタテハケ調整、内面は剥離のため調整は不明
瞭。口唇端部を強くナデる。

21 円筒 体 部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
5YR5/8

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は下稜 よりも上稜が低い台形で、突出の

高さは約7皿 である。

透孔の一部を残す。右回

り穿孔。

22 円筒 体 部 R-17G
Ⅳ層

①B②橙
5YR7/6

③良好・硬質

12 外面はタテハケ 、内面はナナメハケ・タテハ

ケ調整が施される。突帯は台形で、突出の高さは約5

mmである。

透孔の一部を残す。右回

り穿孔で、ナデ調整を施

す。
23 円筒 体 部 R-18G ①C②明赤褐

5YR5/6

③良好・硬質

はナナメハケ調整で、内面はヨコハケ 0タ テナ
デ調整が施される。突帯は下稜よりも上稜が低い台
形で、突出の高さは約7皿 である。

突帯の下端に透孔の一

部が残る。

24 円筒 体部 A区 ①B②明赤褐
2.5YR5/8

③普通・普通

内面はタテナデ調整が施される。突帯は低台形で、
突出の高さは約5皿 である。

突帯の下端に透孔の一

部が残る。

25 円筒 体 部 R-17G
Ⅲ層

①B②にぶい橙
5YR6/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は下稜 よりも上稜が低い台形で、突出の

高さは約5皿 である。

透孔の一部を残す。

26 円筒 体 部 R-18G ①B②橙
5YR6/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は上稜と下稜の2稜を作出するもので、突
出の高さは約5皿 である。

27 朝顔 肩 部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR 7/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は上稜と下稜の2稜を作出するもので、突
出の高さは約9皿 である。

透孔の一部を残す。

28 円筒 体部 R
Ⅱ

-17G

層

①B②明赤褐
2.5YR5/8

③普通0普通

外面は磨耗が顕著である。内面はタテナデ調整が施
される。突帯は台形で、突出の高さは約7皿 である。

29 円筒 体 部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR6/6

③普通0普通

11 外面はナナメタテハケ調整で、内面はタテナデ調整
が施される。突帯は台形で、突出の高さは約5mmで あ
る。

内面指頭圧痕顕著。

30 円筒 体 部 R… 18G ①C②にぶい橙
5YR6/4

③普通・普通

内面はタテナデ調整が施される。突帯は上稜 と下稜
の2稜を作出するもので、突出の高さは約7皿 である。

31 円筒 体 部 R-18G ①C②にぶい橙
5YR6/4

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施
される。突帯は上稜と下稜の2稜を作出するもので、
突出の高さは約8皿 である。

32 円筒 体 部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
2.5YR6/8

③良好・硬質

14 外面はタテハケ調整で、内面は不定方向のハケ調整
が施される。突帯は低台形で、突出の高さは約4皿 で
ある。

突帯のナデつけやや粗

雑。

33 円筒 体 部 R-18G ①B②明赤褐
2.5YR5/6

③良好・硬質

12 外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は台形で、突出の高さは約5mmで ある。

内面指頭圧痕顕著

34 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/6

③不良・軟質

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は上稜よりも下稜の低い台形で、突出の
高さは約7皿 である。

胎土中に赤色粒子の混
入が目立つ。

35 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
2.5YR5/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施
される。突帯は台形で、突出の高さは約10皿 である。

36 円筒 体部 R-18G ①C②橙
7.5YR7/6

③不良・軟質

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ
れる。突帯は台形で、突出の高さは約5mmで ある。

37 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
2.5YR5/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面は不定方向のナデ調整
が施される。突帯は台形で、突出の高さは約6mmで あ
る。
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ケ

メ

調整・手法の特徴 備 考

38 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/8

③良好・硬質

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は突出度の強いもので、突出の高さは約17皿 で

ある。

形象埴輪の台部の可能

性がある。

39 円筒 体部 R-18G
I層

①B②にぶい橙

5YR6/4

③不良・軟質

12 外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は丸みのある台形で、突出の高さは約7皿

である。

突帯の下端に透孔の一

部が残る。半円形透孔の

可能性がある。

40 円筒 体部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR6/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約7皿 である。

41 円筒 体部 R-18G
I層

①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約6皿 である。

42 円筒 体部 R-18G
I層

①B②橙
5YR6/8

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は下稜 よりも上稜の低い台形で、突出の

高さは約6mmで ある。

43 円筒 体部 R-18G
I層

①B②にぶい橙
7.5YR6/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は台形で、突出の高さは約7mmで ある。

透孔の一部を残す。

44 円筒 体部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR7/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は台形で、突出の高さは約5mmで ある。

45 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
5YR5/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。透孔の一部を残す。

46 円筒 体部 R… 17G

Ⅳ層

①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、下端のナデ付けは粗雑である。

突出の高さは約7皿 である。

47 円筒 体部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は上稜 と下稜の2稜を作出するもので、突出の高

さは約6皿 である。

48 円筒 体部 R… 17G

Ⅲ層

①B②橙
5YR7/6

③良好・硬質

11 外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。突帯は台形で、突出の高さは約5皿 である。
外面の一部に焼 きムラ。

49 円筒 体部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はタテナデ調整が施さ

れる。

透孔の一部を残す。

50 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/8

③普通・普通

外面はタテハケ調整で、内面はナデ調整が施される。

突帯は台形で、突出の高さは約6皿 である。

51 円筒 体部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/6

③普通0普通

11 外面はタテハケ調整で、内面はナナメハケ調整が施

される。突帯は上稜よりも下稜が低い台形で、突出

の高さは約7皿 である。

52 円筒 底部 R-18G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。基部下端内面に木目圧痕がみられる。底面は平

坦。

53 円筒 底部 R-17G
Ⅱ層

①B②にぶい橙
5YR6/4

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面は凹凸がある。

外面の磨耗顕著。

54 円筒 底部 R-17G ①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はナデ調整が施される。

底面は凹凸がある。

55 円筒 底部 R… 17G

Ⅲ層

①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はナデ調整が施される。

底面は平坦である。

56 円筒 底部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され

る。底面に棒状圧痕がある。

胎土中に赤色粒子の混

入が目立つ。
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番号 器種 部位 出土位置

①胎土

②色調
③焼成

ハ

ヶ

メ

調整・手法の特徴 備 考

57 円筒 底 部 R-17G
Ⅱ層

①B②橙
5YR6/6
③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はナデ調整が施される。

底面は平坦である。

58 円筒 底 部 R-17G ①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。底面は平坦である。

59 円筒 底部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
2.5YR5/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。底面は平坦である。

胎土中に赤色粒子の混

入が日立つ。

60 円筒 底部 R-17G ①B②橙
5YR6/8
③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。底面は平坦である。

61 円筒 底部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
7.5YR7/6

③普通・普通

14 外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。底面に棒状圧痕がある。基部の接合はR接合で

ある。

62 円筒 底部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
5YR5/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。

63 円筒 底部 R-17G
Ⅲ層

①B②橙
5YR6/6

③普通・普通

外面はタテハケ調整、内面はタテナデ調整が施され
る。底面に棒状圧痕がある。

64 円筒 底部 R-17G
Ⅱ層

①B②明赤褐
5YR5/6

③普通0普通

外面はタテハケ調整、内面はナナメナデ調整が施さ
れる。底面に棒状圧痕がある。

4.グリッドの遺物

グリッド (第19～22図)か ら埴輪片を主体に遺物

が検出された。

1～ 3は形象埴輪の破片である。 1は正面が平坦

でX字状の沈線が施されている。左側面は円筒部と

の接合面と思われるが大きく欠損している。 2は人

物埴輪の肩から腕の部分になる。 3は上端を欠損し

ている。棒状の下げ美豆良であろう。

5～ 64は円筒埴輪である。大半が第20号墳に帰属

するものと考えられる。

65は砥石で下半部を欠損する。重さは89。 lgであ

る。

66067は加工痕を有する礫である。石室に用いら

れた礫 と考えられる。第17号溝跡、第12号井戸跡か

ら出土 している。
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v まとめ

飯塚古墳群の概要

飯塚古墳群は、利根川と小山川の合流点の東に広

がる妻沼低地北東部に位置する。これまでに妻沼西

部工業団地の造成工事などに伴い数次にわたって発

掘調査が実施され、20基の古墳跡が確認された。一

辺25mを越す 3基の大型方墳を中心に中小の円墳か

らなる群構成に大きな特徴が認められる。古墳群の

西側には隣接して 8世紀後半から10世紀まで長期間

にわたって営まれた集落跡である飯塚北遺跡があ

り、方形区画施設や大型掘立柱建物群、多量の施釉

陶器が出土している (山本2005)。

古墳群の形成過程につては、出土した土器や円筒

埴輪の特徴から5世紀末葉から6世紀初頭に築造を

開始した、いわゆる「古式群集墳」として理解され

る。さらに 7世紀前半には角閃石安山岩削石積の胴

張形横穴式石室をもつ円墳があり、「新式群集墳」ヘ

と連続することが明らかにされている (岩瀬1999)。

しかし、方墳の築造年代については周溝の切 り合い

関係などから円墳 よりも後出するものとされてお

り、年代的位置づけは明確にされていない。最近の

調査の進展に伴い妻沼低地周辺では、中期後半にお

ける方墳 (周溝墓を含む)の築造を契機に、連続し

て中小の円墳が営まれる古墳群の存在が、深谷市戸

森松原遺跡、岡部町原ヶ谷戸遺跡 0四十塚遺跡、熊

谷市田谷遺跡などで確認されている。今後、当古墳

群の方墳に関しても、その性格をめぐって大きな問

題になると思われる。

周辺における古墳群の分布は、北東約■5kmに位置

する径約30mの円墳である熊谷市摩多利神社古墳な

どの有力墳をはじめとして、低地部中央を東流する

福川流域の自然堤防上には西から深谷市上増田古墳

群、熊谷市道ケ谷戸古墳群・上江袋古墳群 。西城切

通古墳群 。西城入胎古墳群・長安寺古墳群・王子古

墳などの比較的小規模な古墳群が点在した様相を示

している (塩野2004)c

/

汐

一

２‐

第23図 飯塚古墳群概略図 (S=1/1,500)
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第20号墳について

今回報告した第20号墳は、現状で確認されている

古墳群の分布範囲の東端に位置し、県道を隔てた西

側には第 102号墳が隣接している。古墳群の西か

ら北西への広がりは埋没谷によって飯塚北遺跡と画

されているのに対し、北東から南にかけては調査範

囲が制限されているため、古墳の広がりは明確でな

い。しかし、備前渠に沿った調査区における密集し

た占地状況からすれば、かなり限定された空間へ累

代的な築造がなされた可能性が大きい。

第20号墳は後世の攪乱により遺存状態はあまり良

好でなかったが、周溝と墳丘の一部が残されていた。

調査の結果、墳丘径約20mの円墳に復元され、周溝

から円筒埴輪や土師器杯が出土している。遺存した

墳丘基底部には埋葬施設の痕跡は確認されなかった

が、断面観察の所見によれば地山層の上位に水平堆

積を示す旧表土層が広がり、その上に層厚の薄い暗

褐色シル ト及び褐色シル トを入念に積み上げた墳丘

築成状況が読み取れる。横穴式石室の構築に対応す

るような明確な硬化面等は確認されていないことか

ら、竪穴系の埋葬施設であった可能性が高い。しか

し、周囲の井戸跡や溝跡から手斧状工具によって三

面を加工した角閃石安山岩の削石が出土しているこ

とからすれば、周辺に横穴式石室墳の存在を予想さ

せる。

遺物は、南西側周溝の覆土上層からほぼ完形の土

師器杯が正位の状態で出土した。また、周溝覆土中

から少量の円筒埴輪片が出土しており、埴輪を伴う

古墳であることが知られる。しかし、円筒埴輪の大

半は墳丘南端部付近の攪乱土中と重複する第 7号溝

から最も多 く出土した。

埴輪 :円筒埴輪は小破片が多 く、全体の器形を復元

することのできる資料はないが、これまでの調査で

埴輪を出土している第 709号墳では 2条突帯 3段

構成の円筒埴輪に限られていることから、本墳の場

合も同様の規格品であったことが想定される。

次に、円筒埴輪の特徴について説明する。ここで

は資料点数に限りがあるため厳密には一括性に欠け

るが、第 7号溝跡やグリッド出土のものも参考にし

ながら記述したい。

口縁部は緩やかに外反して立ち上がり、日唇端部

を強くナデるものが多い。特徴的なものとして回唇

部を上方向からと端部を強くナデるものがある。

突帯は、上稜と下稜の 2稜を明確に作出するもの

が主体である。その中でも上稜よりも下稜が低い台

形 (a類 )、 下稜よりも上稜が低い台形 (b類 )、 台

形 (c類)に大きく分けられる。そのほかに断面三

角形や丸みをもつもの、突出度の高いものなどイレ

ギユラーなものも若干含まれる。また、突帯上部に

連続する板端圧痕を残す破片が認められ注意され

る。

透孔は全体の形状の分かるものはないが、円形を

基本とする。中には突帯直下に上辺を直線的に切 り

込んだ、半円形もしくは不整円形の透孔が存在した

ようである。

基部はR接合のものが 2点確認された。また、基

部の内外面に木目圧痕を残すものが、それぞれ確認

されている。底面は概ね平坦であるが、棒状圧痕や

砂粒の付着するものもある。底部調整は図示した破

片の中には確認されていない。

法量は残 りの良い破片から、底径約11.Ocm、 第一

段 (最下段)幅約12。Ocmを 測 り、比較的小型のもの

と推定される。外面はタテハケ調整、内面は口縁部

から上半部にかけてナナメハケないしヨコハケを施

し、下半部は縦方向の指ナデを主体とする。中には

突帯の貼付時の指頭圧痕が顕著なものもある。ハケ

エ具は 2 cm当たり5～ 6本の特徴的な粗いハケメ

と9～ 10本の細かいハケメの二種に大きく分けら

れ、前者が主体を占める。

ヘラ記号は、日縁部内面に「一」の線刻をもつも

のが多 く認められ、外面に施すものはない。

胎土は角閃石、白色粒子、赤色粒子、小礫などを

含むものが多い。焼成は全体に良好で、須恵質に焼

き上がったものも若干ある。色調は橙色と明赤褐色
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を基調としている。

このほかに朝顔形埴輪や形象埴輪の破片もわずか

であるが出土している。いずれも断片的であり具体

的な内容は明確でない。形象埴輪は、棒状の下げ美

豆良や中実成形の腕部などの人物埴輪の破片と、盾

面に鋸歯文を線刻した盾形埴輪のヒレ部の破片が検

出されている。

このように第20号墳出土の円筒埴輪の中にはプロ

ポーションの判明するものはないが、最下段の伸長

化が明確でないことから、埼玉県の円筒埴輪につい

て形態的変化を基軸に 4期 区分した山崎 武氏の円

筒埴輪編年の概ねⅡ期に比定することができる (山

崎2000)。 年代的には 6世紀前葉から中葉の年代が与

えられ、前述した第 709号墳に後続する段階に位

置づけられる。

土器 :須恵器の不身を模倣した口縁部が内屈する土

師器杯 (第24図 4)が出土している。その特徴は、

体部内面にやや疎 らな放射状の暗文を施す。口径

12。Ocm、 器高4。Ocmを測 り、ほぼ完形である。口縁部

の立ち上がりは短く、端部を丸く収める。段部は既

に形骸化が進み、木口状工具によって沈線状に作出

され、体部は浅く扁平である。

こうした有文内屈口縁不の類例を探せば周辺では

深谷市城北遺跡第120号住居跡 (山川1995a)、 同上敷

免遺跡第32号、第61号住居跡 (瀧瀬・山本1993)等

から出土している。

城北遺跡第120号住居跡例 (第24図 1)は回径10。0

cm、 器高4。7cmと 小振 りで、日縁端部を内そぎ状に収

め、段部を明瞭に作 り出している。城北遺跡例は榛

名山ニツ岳火山灰 (Hr一 FA)の 降下直前段階の

TK47～MT15型式期に比定されており、須恵器不身

の形態を忠実に模倣した内屈口縁不の初現期に位置

づけられる。埼玉県北部における鬼高式土器では須

恵器不蓋を模倣した、いわゆる模倣不が優勢である

が、こうした内屈口縁不も模倣不の定型化段階にさ

ほど遅れることなく出現していたことを示す。

第20号墳例に比較的近い特徴を示すものとして上

4

1城北遺跡120号住
2上敷免遺跡32号住

3上敷免遺跡61号住

4飯塚20号墳

3

第24図 有文内屈口縁杯の類例

敷免遺跡第32号住居跡 (第24図 2)、 第61号住居跡

(第24図3)例が挙げられる。

上敷免第61号住居跡例は、日径12.3cm、 器高4。2cm

である。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を丸

く収める。第20号墳例と比較すると、日縁部の形態

に若干差異が認められるが、形骸化した段部の特徴

などは類似していることから、ほぼ同時期に位置づ

けられる。伴出土器には、日径 13。5～14cmの有段口

縁不と砲弾同形の長胴甕がみられる。 6世紀前半ま

で遡 らせることは難しい組み合わせから須恵器の

MT85～TK43型式期、6世紀第Ⅲ四半期を中心とす

る時期に位置づけられる。

第20号墳の築造年代について円筒埴輪と土師器杯

を取 り上げて検討した。その結果、両者の年代観に

は若干の時期差が認められ、同一視することはでき

ない。ここでは、より築造当初に近い円筒埴輪の年

代観を支持して 6世紀中葉でも古い段階に位置づけ

ておく。土師器外については築造もしくは追葬時期

の一端を示しているのであろう。

2

く:、二IS三17
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馬埋葬土垢墓について

第20号墳の墳丘南縁において、周溝に接するよう

に掘 り込んだ第37号土墳に馬が埋葬されていた。隅

丸方形の2。 0× 1。 7mの土墳に、馬歯馬骨の出土状態

から頭を北にして、南北に体を横たえ肢を東側に置

いた姿勢で埋葬されていたと復元される。また、後

肢はまっすぐ前方に伸ばし、前肢は緩やかに屈曲し

ていたようである。

馬骨以外に伴出遺物がなく、時期を特定すること

はできない。しかし、「河内の馬飼」に知られるよう

に古墳時代中期以降、河内、信濃、上毛野などでは

渡来系氏族によって馬の飼育が積極的に導入されて

いたことが、渡来系遺物や馬の殉葬墓などの集中し

た分布状況から指摘されている(桃崎1993)。 また、埼

玉県内でも古墳時代の集落跡や古墳から出土した馬

歯馬骨の出土例が僅かながら報告されている。とり

わけ妻沼低地の深谷市城北遺跡、岡部町砂田前遺跡

では住居跡から馬歯馬骨が検出されており、埼玉政

+

権によって掌握された馬飼の存在が想定されている

(山川199201995b)。 一方、古墳では神川町南塚原

29号墳・31号墳の周溝外縁や周辺に付設された土墳

から馬歯が出土した例 (金子19960坂本2003)や 岡

部町四十塚遺跡10号墳の周溝内土墳から轡とともに

馬歯が出土した例 (鳥羽2003)な どが古墳に伴う馬

の殉葬墓として知られている。ただし、馬歯や馬骨

等は出土 していないが東松山市古凍 4号墳 (江原

1999)、 朝霞市入部 0峡遺跡 3地点 (荒井ほか2000)

でも古墳の周溝やその周辺から馬具を伴う土墳が検

出され、馬具を装着した状態で馬を供えた可能性が

指摘されている。

このように埼玉県内における古墳時代の馬匹文化

の痕跡は徐々にではあるが蓄積されつつある。しか

し、このような状況の中で第37号土娠に埋葬された

馬が、はたして古墳に直接伴うものであるのか、こ

れだけの状況証拠だけでは判断に苦慮する。だが、

その検出状況を勘案すれば墳丘を意識した占地であ

壼 1上栗須遺跡
3号古墳

2北島遺跡 3地点
34号土墳

3北島遺跡13地点
18号土墳

4飯塚古墳群
37号土墳
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ることはまちがいない。こうした古墳の墳丘を二次

的に利用した例として、藤岡市上栗須遺跡 3号古墳

において江戸時代に古墳の墳頂部に馬を埋葬した22

基の土墳墓が知られている (津金澤1989)。

管見にふれた馬埋葬土娠墓には、熊谷市北島遺跡

第 3地点第34号土墳 (浅野1989)、 同第13地点第18号

土墳 (大谷1991)、 岡部町大寄遺跡第 4号土墳墓 (福

田2002)がある。これらの土娠墓の特徴は土墳内に

馬 1体だけが埋葬され、埋葬姿勢もある程度はっき

りわかる場合が多い。いずれも時期は特定されてい

ないが、このうち北島遺跡第13地点第18号土墳では

嘉暦三 (1328)年銘の板石塔婆片が伴っており、中

世以降の所産であることを示唆する。

ところで、北島遺跡から出土した古代牛馬骨につ

いて詳細に分析した山川守男氏は、牛馬骨の出土状

況はほとんどが祭祀行為及び解体後の投棄によるも

のであり、解体されないで埋葬されることは希で

あったと指摘する (山川2004)。 つまり、北島遺跡で

は『養老厩牧令』の斃れ馬牛に関する処理規定にみ

られるように、死後解体して皮と肉以外にもさまざ

まな形で有用資源として利用されていたことを雄弁

に物語っている (松井1987、 久保 。松井1999)。 こ

こでは古墳との関連性をまったく否定する訳ではな

いが、古代における牛馬利用の一般的なあり方を傍

証として、馬埋葬土墳墓の多 くは中世以降の所産で

ある可能性を考えておきたい。

こうした馬の埋葬のあり方に前近代社会における

人と馬との関わりの一端が反映されていると言え

る。馬は必ずしも武力の手段としてのみ利用された

のではなく、それ以上に物資の運搬や農耕力役とし

て広く普及し、日常的にその役割が大いに期待され

ていたのである。それ故に大切に飼育され、死して

もなお丁寧に埋葬されたのであろう。
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